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なくそう受動喫煙
地域共生社会の

実現を目指して

くらし
休日夜間診療所・休日救急

歯科診療所の開設時間
三浦記念賞　受賞者
ゼロカーボンシティ表明

イベント
スケート場オープン
少年自然の家ゲレンデ

の一般開放

帰り道、ちょっと見上げてみませんか？



なくそう受動喫煙

子どもの受動喫煙に関するアンケート調査

　子どもは、自分でたばこを吸うようなことは普通ありません。しかし、屋外や家庭など、子どもの近くで
喫煙することによって生じたたばこの煙を、受動的に吸ってしまうことが、子どもたちにとって大きな問題
となっています。子どもは、自分の意志で受動喫煙を避けることが困難です。全ての子どもが、安心して健
康に暮らせるよう、どんな場所であっても子どもに受動喫煙をさせることのないようにするために条例が制
定されました。

市民の責務
・受動喫煙による健康への悪影響に関する理解を深めましょう。
・いかなる場所においても、子どもの受動喫煙防止に努めなければなりません。

事業者の責務
・使用または管理する施設において、子どもの受動喫煙を未然に防止するために必要な措置を講ずるように努めなけ

ればなりません。

他にも…
　市が実施する子どもの受動喫煙の防止に関する施策に協力するよう努めなければなりません。

　学校・PTA連合会と連携し、子どもの受動喫煙に関する
現状を把握するためのアンケートを令和元年７月に実施し
ました。結果については、市ホームページをご覧ください。

山　形　市

　たばこの煙には、ニコチンやタールといった多くの有害物質が含まれています。自分がたばこを吸ってい
なくても、他人が吸っているたばこの煙を吸い込んでしまうことを受動喫煙といいます。日本では、受動喫
煙が原因で年間約１万５千人が亡くなっていると推計されていて、たばこを吸わない人も気付かないうちに、
たばこの煙に含まれる有害物質の影響を受けるおそれがあります。
　山形市では、子どもを受動喫煙から守るため、環境の整備や受動喫煙の有害性などの知識・意識の啓発を
行っていきます。喫煙する場合は、子どもだけでなく、望まない受動喫煙を防止するため、周囲の状況に配
慮しましょう。

�問　 健康増進課　☎616-7271

なぜ子どもの受動喫煙防止条例ができたの？ ？？

この条例でどんなことが定められたの？ ？？

　この条例は、子どもの心身の健やかな成長と、現在から将来までの市民の健康で快適な生活を維持し
ていくことを目的にしています。受動喫煙を防止するためには、一人一人がきちんとルールを守ること
が大切です。

山形市子どもの受動喫煙防止条例を制定

困る 何？ 助ける ～ですか？

困る 何？ 助ける ～ですか？

2



いつから施行されるの？ ？？

令和３年３月１日 から施行されます
（公布日：令和２年10月7日）

 子どもが近くにいる

場合は、喫煙しない

よう努めなければな

りません。

条例全文については、市議会ホームページをご覧ください。

具体的には何をしたらいいの？ ？？

　受動喫煙で脳卒中、肺がん、虚血性心
疾患のリスクが高まることは、科学的に
因果関係が証明されています。それ以外
にも、がん・呼吸器・妊娠への影響とい
ったさまざまな病気のリスクが高まるこ
とが考えられています。
　特に成長期にある子どもの体は、大人
に比べ外からの有害物質の影響を受けや
すいため、健康への悪影響が大きくなり
ます。

受動喫煙はこんなに危ない!!

（厚生労働省ホームページ「喫煙の健康影響について」より）

6
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たばこを吸いはじめた年齢

5.5 倍

4.4 倍
3.6 倍

1.7 倍
1倍

1.8 倍

15～19歳以下 30～34歳25～29歳20～24歳 35歳以上 吸わない人

肺
が
ん
死
亡
率
比
（
男
性
）

たばこを吸いはじめた年齢と肺がん死亡率の関係困る 何？ 助ける ～ですか？

 子どもが同乗してい

る自動車内では、喫

煙しないよう努めな

ければなりません。

困る 何？ 助ける ～ですか？困る 何？ 助ける ～ですか？

 公園、学校の周辺な
どで喫煙する場合は、
近くに子どもがいな
いかなど周囲の状況
に配慮するよう努め
なければなりません。
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「心のバリアフリーマーク」
� ※山形県のマークです

　12月３日から９日までは「障がい者週間」、12月は「山形県障がい者差別解消強化月間」です。障がいや
障がい者に対する理解を深めましょう。

　ここで言う障がい者は、身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含みます）、難病、その
他心身の機能に障がいのある人で、日常生活や社会生活に相当な制限を受ける状態の人です。
� �問　 障がい福祉課　☎内線625

「心のバリアフリー」を広げよう
　国の法律や山形県の条例、山形市の条例で、正当な理由がなく、障がいがあるという理由だけで、障がい
のない人よりも不利な扱いをすること（不当な差別的取扱い）は禁止されています。
　また、障がいのある人が障がいのない人と同じように日常生活を営むことができるよう、障がいの特性に
合わせた必要な配慮に努めること（合理的配慮の提供）を求めています。

－合理的配慮の具体例－
・身体障がいの人に…求めに応じて車イスを押す、扉を開ける
・視覚障がいの人に…�書類を読み上げて内容を伝える、点字ブ

ロックの上に自転車や物を置かない
・聴覚障がいの人に…�筆談で内容を伝える、連絡先にFAX番号や

メールアドレスを明示する　
・知的障がいの人に…分かりやすい表現にする　　　など

〇困っていることや必要な配慮は、一人一人違います
　困っている様子に気付いたときには、「何かお困りですか？」「お手伝いしますか？」と、ひと声掛けてく
ださい。
　お互いに相手を理解し、お互いの立場に立って心配りや工夫を行っていくことが大切です。

ワンポイント手話 ～手話を使ってみよう～

障がいのある人もない人も共に支え合う山形市をつくろう
～「地域共生社会」の実現を目指して～

「何かお困りですか？」 「お手伝いしますか？」
困る 何？ 助ける ～ですか？困る 何？ 助ける ～ですか？

１�．利き手を軽くすぼめてこめかみ
に当て、前後に動かします。

２�．人差し指を立て、左右に２～
３回振ります。

２�．手の甲を相手に向けて
構え、前に出します。

１�．利き手とは逆の親指を立て、利き手
の平で２回、親指を前に押し出します。

困る 何？ 助ける ～ですか？困る 何？ 助ける ～ですか？
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 ヘルプカード・ヘルプマークを見たときは 
【配布対象者】障がいのある方、難病患者などの方で希望する方（障がい者手帳等の有無は問いません）

ヘルプカードって？ ヘルプマークって？
　自分の連絡先や皆さんに協力してもらいたい
ことなどが書かれたカードです。何かあったと
きや困ったときなどに周りの人に協力や心配り
をお願いするためのものです。

【配布場所】
市障がい福祉課、
市内６カ所の相談支援事業所
など

※市ホームページをご覧ください。

　皆さんの支援を必要としてい
る人が、自分のかばんなどの持
ち物に付けて、周りの人に協力
や心配りを必要としていること
を知らせるためのものです。

【配布場所】
市障がい福祉課、
県障がい福祉課、
村山総合支庁地域健康福祉課
など

提示を受けた方や見掛けた方は、できる範囲
での思いやりのある対応をお願いします。

多目的トイレが使えないと困る人がいます
　「多目的トイレ」とは、車椅子使用者、オストメイト（※）、
乳幼児連れの方等が利用するためにさまざまな機能を
備えているトイレです。
　多目的トイレの設置目的を踏まえ、一般トイレを利
用できる方は、多目的トイレの長時間利用を控えるなど、
利用マナーの向上にご協力をお願いします。

※オストメイト…人工肛門や人工膀胱を保有する方

　昨年10月に開催した「心のバリアフリー
研修会」の記念として、ダウン症の書家　
金澤翔子さんの作品「みちしるべ」を山形
中央ライオンズクラブ様からご寄付いただ
きました。
　市議会棟３階の議会事務局前壁面に展示
していますので、市役所に来庁した際はぜ
ひご鑑賞ください。

書家 金澤翔子さんの力強い書を掲示しています
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▲男女共同参画センターでの講座の様子

男女共同参画のまち山形を目指して
第３次「いきいき山形男女共同参画プラン」

令和元年度進捗状況調査報告
　山形市は、男女共同参画推進条例に基づき、市民・事業者等の皆さんと男女共同参画の推進に取り組んで
います。その基本となる第３次「いきいき山形男女共同参画プラン」（第３次プラン）では、「男女共同参画
のまち山形」を実現するため、４つの目標を掲げ事業を実施しています。
　プランの進捗状況は、目標ごとに定めた数値目標の達成度合いにより自己評価を行っています。なお、現
状値等のデータは条例の規定に基づいて毎年実施している全庁的な調査および令和元年度に実施した「男女
共同参画に関する市民の意識及び実態調査」に基づいています。
　今号では、第３次プランにおける主な取り組みの令和元年度の進捗状況についてお知らせします。
� �問　 男女共同参画センター　☎645-8077

あらゆる分野での男女共同参画の実現

　男女双方の意見や考え方が対等に反映されるよう、市の審議会等への女性委員の登用促進をはじめ、行政
や職場、地域活動における男女共同参画を推進しています。

主な指標 計画時
（平成26年度）

現状値
（令和元年度） 目標値

市の審議会等における女性委員比率 28.8％ 31.2％ 40％以上
山形市自主防災組織連絡協議会および市が主催す
る防災講習会等の女性参加者比率 2.5％ 40.4％ 30％以上

□達成度・自己評価
　市の審議会等における女性委員比率については、目標に達していないものの、計画時から2.4ポイント上が
り、30％を超えました。さまざまな分野での意思・方針の決定に男女が平等にかかわることができるよう、
目標達成に向け、さらなる働きかけをしていきます。
　また、防災講習会等の女性参加者比率については、女性を対象とした研修会への参加者が大幅に増加しま
した。激甚化する災害に備え、さらなる自主防災組織の育成と男女共同参画の推進を図ります。

男女共同参画意識の確立
　男女共同参画社会は、女性だけではなく、男性にとっても暮らしやすい社会です。性別にかかわりなく個
性や能力を発揮することへの理解が深まるよう、男女共同参画意識の啓発や、教育・学習の充実を図ります。

主な指標 計画時
（平成26年度）

現状値
（令和元年度） 目標値

男女共同参画に関する講座実施回数 42回 45回 45回
男女共同参画センター会議室等利用率 68.0% 63.4% 60％以上

□達成度・自己評価
　「男女共同参画に関する講座実施回数」について、令和元年度は新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため３月開催の講座４回を中止
しました。実施を予定していた回数は45回ということで、目標値達
成とみなしました。
　引き続き感染症対策に努めながら、市の男女共同参画施策を推進
する拠点施設である男女共同参画センターをより多くの方に利用し
ていただけるよう周知を図っていきます。

目標
01

目標
02
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自分さえ我慢すれば
いいと思ったから

相談しても
無駄だと思ったから

自分にも
悪いところがあるから

相談するほどのことでは
ないと思ったから

全体 男性 女性

【参考：令和元年度意識調査「ＤＶ被害を相談しなかった理由」】

男性 女性
０分
３%

～１時間
24%

～２時間
35%

～４時間
28%

４時間以上
６%

無回答
４%

～１時間
８%

～２時間
22%

無回答
１%

～４時間
50%

４時間
以上
19%

【参考：令和元年度意識調査「平日１日平均の家事時間」】

家事時間２時間以上の割合…男性34.1％・女性69.7％

多様な生き方を選択できる環境の実現

人権が尊重され、男女間の暴力のない社会の実現

　配偶者やパートナーから受ける暴力（ドメスティック・バイオレンス：ＤＶ）は、潜在化・深刻化するケ
ースも多く、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。近年、高校生や大学生などの若年層における「デ
ートＤＶ」の被害が問題となっていることから、若年層への情報提供と意識啓発を進めるとともに、あらゆ
る年齢層を対象とした予防啓発に努めていきます。

主な指標 計画時
（平成26年度）

現状値
（令和元年度） 目標値

ＤＶ防止講座実施回数 ４回 ６回 年４回以上
ＤＶ被害を相談した人の割合 30.4％ 20.7％ 50％以上

　男女を問わず、家事・育児・介護等を行いながら、生き生きと働き続けることのできる職場環境の整備に
向けた啓発に取り組んでいます。労働時間の短縮や子育て・介護の支援策の充実など、ワーク・ライフ・バ
ランスを推進するとともに、多様な働き方、多様な考え方、多様な性、多様な生き方を互いに認め合い、尊
重できる社会についての意識啓発を行っています。

主な指標 計画時
（平成26年度）

現状値
（令和元年度） 目標値

男性の１日平均家事時間０分の割合 24.9％ 3.6％ 10％以下
男性向け講座実施回数 ２回 ４回 年２回以上

□達成度・自己評価
　男性の１日平均家事時間０分の割合は、平
成26年度の調査から20.3ポイントと大きく減
少し、目標を達成しました。
　男女が共に家事や育児・介護等を担い、互
いに協力して責任を果たすことができるよう、
ワーク・ライフ・
バランスや男性の
家事・育児・介護
等への参画推進に
関する意識啓発を
図ります。

□達成度・自己評価
　配偶者等からの暴力（ＤＶ）を身
近な問題として感じてもらうために、
ＤＶ防止講座を開催しています。令
和元年度は、男女共同参画センター
でのＤＶ防止講座を２回、小・中学
生向け出前講座を４校で行いました。
　令和元年度の意識調査では、ＤＶ
被害を相談した人の割合は20.7％に
留まっています。
　被害者やその周囲の人々が安心し
て相談できるよう各相談窓口の周知
と、相談担当者の資質向上に努めま
す。

令和元年度進捗状況調査報告書は、市ホームページでもご覧いただけます。

目標
03

目標
04
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平
和
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
響
い
た
日

　
10
月
19
日
に
、
市
役
所
で
被
爆
ピ
ア
ノ
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
所

有
者
で
調
律
師
の
矢
川
光
則
さ
ん
が
広
島
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
き
た
被
爆
ピ
ア
ノ
に
は
、

被
爆
し
た
際
の
傷
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
な

お
力
強
い
音
色
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ニ

ス
ト
小
林
路
子
さ
ん
の
演
奏
に
、
多
く
の
方
や

職
員
が
足
を
止
め
、
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

前
日
に
は
市
民
会
館
で
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
戦
後
75
年
、
被

爆
75
年
と
い
う
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
平
和
を
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
10
日
～
31
日
に
、「
街
な
か
賑に
ぎ

わ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
０
～
山
形
オ
ー

タ
ム
食
め
ぐ
り
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
歩
行
者
天
国
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
参
加
店

舗
の
中
か
ら
３
店
舗
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
貰
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
秋
の
音
楽
祭
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
行

わ
れ
、
街
中
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
片
手
に
店

舗
を
巡
る
人
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

街
な
か
を
巡
っ
て
、山
形
の
秋
を
堪
能

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ぶ
ら
下
が
り
運
動
な
ど

で
基
礎
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
健
康
器
具

が
、
昨
年
度
礫つ
ぶ
て
い
し石
児
童
遊
園
に
設
置
さ
れ
、

10
月
９
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
器

具
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
幅
広
い
世
代

が
活
用
で
き
る
児
童
遊
園
を
目
指
し
て
市

が
設
置
し
た
も
の
で
す
。
本
年
度
も
、
つ

た
の
木
・
下
谷
柏
・
七
浦
の
児
童
遊
園
に

地
区
の
実
情
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
健
康

器
具
を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
日
々

の
運
動
に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

児
童
遊
園
で
気
軽
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り

▲健康器具を体験する佐藤市長（礫石）

▲七浦

▲つたの木

▲下谷柏 ▲被爆ピアノと矢川光則さん

▲市役所１階市民ホールでの演奏の様子
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小
関
德
雄
さ
ん

山
形
人
権
擁
護

　
　
　委
員
会
会
長

こ
せ
き

の
り
お

お互いを尊重し合える社会を目指して

ク
ロ
ー
ズア
ッ
フ

▲小学校での人権教室の様子

人
権
擁
護
委
員
が
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
か
、
皆
さ
ん
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権

意
識
を
高
め
、
人
権
尊
重
へ
の
思
い
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
啓
発
活
動
な

ど
を
行
っ
た
り
、
人
権
相
談
を
受
け
た

り
し
て
い
ま
す
。
山
形
市
で
は
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
17
人
の
方
が
活
動
し

て
い
て
、
10
年
以
上
こ
の
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
小
関
德

雄
さ
ん
で
す
。

　
「
人
権
へ
の
正
し
い
理
解
を
広
め
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
人
権
教
室
で
は
、

主
に
小
・
中
学
生
へ
命
の
大
切
さ
や
相

手
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
権
の
花
運
動
で
は
小
学
生
を
対
象
に

花
の
種
や
苗
を
配
り
、
み
ん
な
で
協
力

し
な
が
ら
草
花
を
育
て
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
生
命
の
大
切
さ

を
実
感
し
、
優
し
く
豊
か
な
心
を
育
む

こ
と
で
、
相
手
も
自
分
も
尊
重
で
き
る

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
本
年
度
は
小
学
生
人
権
書
道

と
中
学
生
人
権
作
文
の
コ
ン
テ
ス
ト
が

中
止
に
な
っ
た
ほ
か
、
学
校
で
の
人
権

教
室
も
控
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

12
月
21
日
㈪
～
25
日
㈮
の
５
日
間
、
市

役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、

「
人
権
パ
ネ
ル
展
（
仮
称
）」
を
開
催
し

ま
す
。
い
じ
め
や
虐
待
、
差
別
、
偏
見

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
人
一
人
が
人

権
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
」
と
人
権
啓
発
を
呼
び
か
け
る

小
関
さ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

て
き
た
小
関
さ
ん
に
思
い
を
尋
ね
る
と
、

「
私
が
常
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、

相
談
さ
れ
る
方
の
話
に
し
っ
か
り
『
傾

聴
』
す
る
こ
と
で
す
。
相
手
の
話
に
寄

り
添
い
、
気
持
ち
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

で
相
手
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
悩
み
や

問
題
解
決
に
向
け
て
の
的
確
な
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
分
か
ら

命
を
失
う
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
悩
み

を
抱
え
込
ま
な
い
で
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
相
談
を
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
手
を
差
し
伸
べ
る
人
が
必

ず
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
知
っ
て
い
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
優
し
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

12
月
10
日
は
「
世
界
人
権
デ
ー
」

（
４
～
10
日
は
人
権
週
間
）
で

す
。
全
て
の
人
が
お
互
い
に
尊
重
し
合

っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
、
み

ん
な
で
目
指
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
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ご
案
内

山形市からの
お知らせ

山形市役所
〒990-8540 旅篭町二丁目3番25号

☎641-1212（代表）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
ま
し
た

　
山
形
市
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
へ
挑
戦
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
２
）

立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会

◆
県
知
事
選
挙
（
１
月
24
日
投
票
）

▪時
12
月
８
日
㈫
午
前
10
時
～

▪所
県
庁
１
０
０
１
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
６
３ 

０－
２
０
８
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
山
形
市
選
挙
区
。

１
月
24
日
投
票
）

▪時
12
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

▪所
村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎
講
堂

※
詳
し
く
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
村
山
地
方

事
務
局
（
☎
６
２
１－

８
１
０
７
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
届
け
出

や
選
挙
運
動
、
出
納
責
任
者
に
関
す
る
説
明

▪問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎
内
線
７
５
１
）

三
浦
記
念
賞
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
令
和
２
年
度
受
賞
者

嘉
山　
孝
正 

氏

〈
主
な
役
職
〉

山
形
大
学
医
学
部 

名
誉
教
授
、国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー 

名
誉
総
長
、
山
形
大
学
医
学

部
先
端
医
療
国
際
交
流
推
進
協
議
会 

会
長

鈴
木　
隆
一 

氏

〈
主
な
役
職
〉

株
式
会
社
で
ん
六 

代
表
取
締
役
社
長
、
山

形
商
工
会
議
所 

副
会
頭
、
山
形
経
済
同
友

会 
代
表
幹
事

公
益
財
団
法
人
三
浦
新
七
博
士
記
念
会
と
は
…

　
故
三
浦
新
七
博
士
の
遺
徳
を
永
く
記
念
す
る

た
め
に
、
昭
和
38
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

　
生
前
、
博
士
が
念
願
し
て
や
ま
な
か
っ
た
山

形
市
の
産
業
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

経
済
講
演
会
の
開
催
、
産
業
経
済
功
労
者
に
対

す
る
「
三
浦
記
念
賞
」
の
授
与
等
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◆
三
浦
新
七
博
士
記
念
会
パ
ネ
ル
展
示

▪時
12
月
14
日
㈪
正
午
～
17
日
㈭
午
後
３
時

▪所
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▪内
三
浦
新
七
博
士
や
三
浦
記
念
賞
受
賞
者
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

▪問
山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
内
公
益
財
団
法
人

三
浦
新
七
博
士
記
念
会
事
務
局
（
☎
内
線

４
１
２
）

蔵王ジャンプ台の愛称が
「アリオンテック蔵王シャンツェ」に決定
〈新ネーミングライツパートナー〉

　アリオンテック株式会社

〈期間〉

　令和３年１月１日～令和７年12月31日

■アリオンテック株式会社…半導体製造装置

に関する装置・消耗品等の製造と販売をす

る会社で、山形市を代表する製造会社です。

■愛称…ジャンプ台が所在する「蔵王」と、

ドイツ語でスキージャンプ台を意味する

「シャンツェ」を組み合わせて「アリオン

テック蔵王シャンツェ」となりました。

▪問 スポーツ保健課　☎内線632

ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
で
冬
を
快
適
に

～
12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
～

　
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
暖
房
時
の
室
温
が
20
℃

で
も
快
適
に
過
ご
す
た
め
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
す
。「
衣
」「
食
」「
住
」
の
ひ
と
工
夫
で
、

温
か
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
衣
」
首
、
手
首
、
足
首
の
「
三
つ
の
首
」

を
温
め
て
。
ひ
ざ
掛
け
や
ス
ト
ー
ル
も
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
「
食
」
鍋
で
体
も
室
内
も
温
め
て
。
冬
が
旬

の
食
材
や
根
菜
類
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
「
住
」
窓
や
ド
ア
か
ら
空
気
が
逃
げ
な
い
工

夫
を
。
温
度
計
・
湿
度
計
を
置
い
て
室
内
環
境

を
「
見
え
る
化
」
す
る
の
も
大
切
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、地
球
に
、み
ん
な

に
や
さ
し
い
冬
の
省
エ
ネ
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
２
）

 リオンテック -ZAO ジャンプ台ネーミングライツ ロゴデザイン

■社名ロゴマーク

 l i o n T e k  J u m p  R a m p  N a m i n g  R i g h t s  L o g o  D e s i g n

■ネーミングライツ ロゴ

■基本ロゴ ■カラー反転

 ao Schanze  ao Schanze
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　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、掲載イベント等が中止や延期になる可能性があります。
開催状況については、各イベント等の問い合わせ先に確認してください。

【お願い】イベントに参加される場合は、マスクの着用にご協力ください。

市主催・共催のイベント等
で中止・延期となったもの
については、こちらから→

休
日
夜
間
診
療
所・休
日
救
急
歯
科
診
療
所

　
市
医
師
会
・
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
休
日
や

夜
間
の
急
病
や
け
が
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
、

市
医
師
会
館
１
階
に
「
休
日
夜
間
診
療
所
」
と

「
休
日
救
急
歯
科
診
療
所
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▪所
香
澄
町
２－

９－

39
（
市
民
会
館
北
隣
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場

合
に
「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
受
診
す
る
と
き

は
、
事
前
に
診
療
所
へ
電
話
を
掛
け
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▪問
保
健
総
務
課
（
☎
６
１
６－

７
２
６
０
）

冬
の
学
習
会

　
経
済
的
な
理
由
や
家
庭
の
事
情
で
塾
に
行
け

な
い
小・中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習
会
で
す
。

受
験
勉
強
や
冬
休
み
の
宿
題
を
中
心
に
勉
強
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▪時
①
12
月
15
日
㈫
～
18
日
㈮
午
後
６
時
～
９
時

や
ま
が
た
お
し
ご
と
広
場

　
求
職
希
望
者
に
対
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
求
職
に
関
す
る
相
談
、

求
人
情
報
の
紹
介
等
を
行
い
ま
す
。

▪時
12
月
18
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▪所
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▪対
55
歳
以
上
の
方

※
詳
し
く
は
、
や
ま
が
た
生
涯
現
役
促
進
地
域

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
か
す
み
が
温

泉
の
利
用
案
内

◆
か
す
み
が
温
泉
の
年
末
年
始
休
業

▪時
12
月
28
日
㈪
～
令
和
３
年
１
月
３
日
㈰

◆
体
育
ホ
ー
ル
の
利
用
休
止

▪時
10
月
９
日
㈮
～
令
和
３
年
１
月
８
日
㈮

◆
２
階
交
流
ホ
ー
ル
の
利
用
再
開

▪時
12
月
１
日
㈫
利
用
分
～

※
詳
し
く
は
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

９ 

２
３
４
）

12
月
11
日
～
20
日
は
飲
酒
運
転
撲
滅
・

冬
道
の
交
通
事
故
防
止
強
化
旬
間

〈
運
動
の
重
点
〉

・
飲
酒
運
転
の
撲
滅

・
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
や
積
雪
路
面
で
の
ス
リ
ッ

プ
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
か
ら
の
横
断
歩
行
者
事
故
の
防
止

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
万
全

を
期
し
て
推
進
し
よ
う
～

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
３
８
７
）

休日診療 日曜日、祝日、12月31日～１月３日

内科・外科・小児科
☎635-9955

午前９時～11時45分
午後１時30分～５時

歯科
☎629-9988

午前10時～午後４時
（午後３時30分まで受け付け）

夜間診療（毎日） 内　科　午後７時～11時
小児科　午後７時30分～10時30分☎635-9955

紅
花
文
庫 

秋
の
展
示

　
「
紅
花
文
庫
（
教
育
資
料
展
示
室
）」
は
、
山

形
ま
な
び
館
東
棟
に
あ
る
、
教
育
資
料
を
展
示

し
て
い
る
施
設
で
す
。

　
学
校
の
成
り
立
ち
、
当
時
の
教
科
書
、
学
校

日
誌
な
ど
、
第
一
小
学
校
が
所
有
し
、
保
存
し

て
き
た
貴
重
な
教
育
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
一
小
学
校
の
教
育
資
料
の
他
、
市
内
各
学
校

が
保
存
し
て
い
る
貴
重
な
資
料
も
、
毎
年
、
春

と
秋
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、山
寺
小・

中
学
校
と
山
形
大
学
附
属
小
学
校
の
「
お
宝
」

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
教
育
委
員
会
管
理
課
（
☎
内
線
６
０
９
）

至県庁●山交ビル

●村山
　保健所

●
ホテル

キャッスル

山
形
駅

Ｐ
Ｐ

（山形市医師会館１階）

山形市休日夜間診療所
山形市歯科医師会
休日救急歯科診療所

市
職
員
採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス

▪時
12
月
19
日
㈯
（
予
定
）

▪所
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
で

配
信

▪内
〈
配
信
内
容
〉（
予
定
）

【
第
１
部
】
市
役
所
業
務
や
令
和
３
年
度

採
用
試
験
に
つ
い
て

【
第
２
部
】
職
員
と
の
情
報
交
換
会

（
参
加
予
定
：
令
和
２
年
度
新
採
職
員
、

令
和
３
年
度
に
試
験
実
施
予
定
職
種
の
職

員
）

▪申
12
月
14
日
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▪問
職
員
課
（
☎
内
線
２
６
６
）

②
12
月
27
日
㈰
・
28
日
㈪
午
前
９
時
～
正
午

▪所
市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

▪対
①
中
学
生
、
②
小
・
中
学
生

▪持
ワ
ー
ク
、
ド
リ
ル
な
ど

▪申
12
月
10
日
ま
で
に
、電
話
で
生
活
福
祉
課
へ

▪問
生
活
福
祉
課
（
☎
内
線
５
９
４
）

連
携
事
業
協
議
会
（
☎
６
１
６－

６
８
７
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
２
）
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結
婚
相
談
会

▪時
12
月
16
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

▪所
市
役
所
10
階
委
員
会
開
催
室

▪内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
に
よ
る
結
婚
相
談

▪講
や
ま
が
た
し
良
縁
隊

▪対
結
婚
を
望
む
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
や
そ

の
家
族
等
20
人
程
度

▪申
相
談
会
当
日
ま
で
に
、
電
話
で
企
画
調
整

課
へ

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
２
）

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
募
集

▪対
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▪申
12
月
５
日
～
令
和
３
年
１
月
８
日

【
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会
】

▪時
12
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮
午
後
５
時
～
７
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▪所
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
南
原
町
）

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
☎

６
３
４－

３
４
３
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
３
４
２
）

補　
助

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

「
応
援
し
ま
す
！
未
来
の
主
役
た
ち
！
」

　
お
子
さ
ん
が
県
内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合

は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
、
元
金
３
０ 

０
万
円
を
限
度
に
、
教
育
基
金
協
会
か
ら
年
2.0

％
の
利
子
補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
融
資
金
利

が
年
2.0
％
を
下
回
っ
た
場
合
は
、
融
資
金
利
が

利
子
補
給
率
に
な
り
ま
す
。

▪内
〈
融
資
使
途
〉
大
学
・
短

大
・
高
校
・
専
門
学
校
等

の
学
資
金
や
住
居
・
生
活
資
金
な
ど

〈
融
資
限
度
額
〉
１
、０
０
０
万
円

〈
利
率
〉
年
1.85
～
3.15
％
（
固
定
金
利
。
返

済
期
間
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
保
証
料

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事
業

▪対
〈
対
象
と
な
る
建
築
物
〉

平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
戸
建
て
持

ち
家
住
宅
な
ど

〈
募
集
戸
数
〉
先
着
30
戸
程
度

▪費
１
万
５
千
円
（
別
途
振
り
込
み
手
数
料
）

１
棟
当
た
り
15
万
７
０
０
円
の
う
ち
負
担

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

〈
募
集
住
宅
〉

【
一
般
用
・
優
遇
措
置
あ
り
】

鈴
川
第
二・
五
十
鈴
・
馬
見
ヶ
崎
・
宮
町
・
深

町
ア
パ
ー
ト

【
身
体
障
が
い
者
用
】

東
山
ア
パ
ー
ト

▪申
12
月
２
日
～
８
日
に
、
県
す
ま
い
情
報
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－
０
７
８
１
）
へ

※
随
時
入
居
申
し
込
み
で
き
る
住
宅
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
管
理
住
宅
課
（
☎
内
線
４
７
３
）

募　
集

野
草
園
冬
期
休
園

　
12
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
、

冬
期
休
園
に
入
り
ま
す
。
今
年
も
多
数
の
ご
来

園
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
開
園
は
、４
月
１
日
の
予
定
で
す
。

▪問
野
草
園
（
☎
６
３
４－

４
１
２
０
）

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
換
え
（
12
月
分
）

▪所
美
畑
町
、
南
館
、
南
館
四・五
丁
目

▪問
上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５－

１
１ 

７
７
）

12
月
は
納
税
推
進
強
調
月
間

　
市
税
の
納
付
に
は
、
安
全
・
確
実
・
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
各
納
期
の
最
終
日
に
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る

こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
金

融
機
関
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▪問
収
納
管
理
課
（
☎
内
線
３
２
５
）

生
活
応
援
ロ
ー
ン

　
生
活
で
必
要
な
資
金
を
低
利
で
融
資
し
ま
す
。

▪内
〈
融
資
使
途
〉
教
育
、
福
祉
、
自
動
車
購

入
、
生
活
全
般
の
４
種
類

〈
融
資
限
度
額
〉
１
０
０
～
３
０
０
万
円

〈
利
率
〉
年
1.25
～
2.75
％
（
固
定
金
利
。
使

途
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
保
証
料
は
東
北

労
働
金
庫
負
担
）

〈
返
済
期
間
〉
７
～
10
年
以
内

▪対
労
働
組
合
の
な
い
会
社
な
ど
に
１
年
以
上

お
勤
め
の
方

※
申
し
込
み
等
、詳
し
く
は
東
北
労
働
金
庫（

０
１
２
０－

１
９
１
９－

６
２
）
へ

▪問
雇
用
創
出
課
（
☎
内
線
４
１
１
）

冬
期
間
の
公
園
内
水
洗
ト
イ
レ
等
の
閉
鎖

　
冬
期
間
凍
結
防
止
の
た
め
、
公
園
内
水
洗
ト

イ
レ
お
よ
び
水
飲
み
場
を
閉
鎖
し
ま
す
。
利
用

さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪時
12
月
上
旬
～
令
和
３
年
３
月
下
旬

※
積
雪
や
気
温
の
状
況
に
よ
っ
て
期
間
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
３
０
）

は
東
北
労
働
金
庫
負
担
）

〈
返
済
期
間
〉
最
長
10
年

※
在
学
期
間
中
は
、元
金
据
え
置
き
が
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
等
、詳
し
く
は
東
北
労
働
金
庫（

０
１
２
０－

１
９
１
９－

６
２
）
へ

▪問
雇
用
創
出
課
（
☎
内
線
４
１
１
）
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市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

▪時
令
和
３
年
２
月
23
日
（
火
・
祝
）
ま
で

（
12
月
31
日
㈭
は
休
場
日
）

〈
開
場
時
間
等
〉

12
月
の
十
日
市

▪時
12
月
10
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～

　
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
お
み
く
じ
の
開
催
！
納
豆

や
、
さ
ば
缶
、
ネ
ギ
な
ど
の
山
形
の
ひ
っ
ぱ
り

う
ど
ん
に
は
欠
か
せ
な
い
具
材
が
当
た
る
（
無

く
な
り
次
第
終
了
）。
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
の
レ

12
月
の
「
ふ
れ
あ
い
金
曜
市
」

歳
末
お
客
様
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
当
日
各
店
舗
で
利
用
で
き
る
「
１
０
０
円
割

引
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▪時
12
月
11
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

▪対
先
着
50
人

▪問
山
形
ま
な
び
館
（
☎
６
２
３－

２
２
８
５
）

山
形
テ
ル
サ
の
催
し

▪問
☎
６
４
６－

６
６
７
７

◆
庄
司
紗
矢
香
＆
ビ
キ
ン
グ
ル
・
オ
ラ
フ
ソ
ン 

デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

▪時
12
月
12
日
㈯
午
後
３
時
～
（
午
後
２
時
開

場
）

▪内
〈
出
演
〉
バ
イ
オ
リ
ン
：
庄
司
紗
矢
香
、

ピ
ア
ノ
：
ビ
キ
ン
グ
ル
・
オ
ラ
フ
ソ
ン

市
少
年
自
然
の
家
ゲ
レ
ン
デ
一
般
開
放

▪時
令
和
３
年
１
月
６
日
㈬
～
３
月
７
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
１
月
12
日
㈫
、

２
月
15
日
㈪
、
３
月
１
日
㈪
を
除
く
。
平

日
は
小
学
校
等
の
利
用
が
優
先
）

▪内
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
２
コ
ー
ス
（
チ
ュ
ー
ブ
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
用
の
一
部
補
助

▪内
〈
補
助
金
額
〉
工
事
経
費

（
税
込
み
）
の
66
％
（
上

限
20
万
円
）

〈
募
集
戸
数
〉
先
着
20
戸
程
度

▪対
〈
対
象
者
〉
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
敷
地
内
に

存
在
す
る
住
宅
ま
た
は
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
空
き
家
の
所
有
者
（
二
親
等
ま
で
の
親

族
を
含
む
）
で
、
市
に
住
所
を
有
し
、
市

税
等
の
滞
納
が
な
い
方

〈
対
象
工
事
〉
一
般
の
通
行
の
た
め
に
供

す
る
道
路
な
ど
に
面
し
、
1.2
ｍ
を
超
え
る

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
工
事

（
基
礎
ま
た
は
擁
壁
の
残
存
は
可
）

▪申
市
役
所
９
階
建
築
指
導
課
へ

▪問
建
築
指
導
課
（
☎
内
線
４
７
９
）

イ
ベ
ン
ト

訳
あ
り
長
ネ
ギ
を
無
料
で
収
穫
体
験

　
市
農
業
振
興
公
社
で
育
て
た
、
７
月
豪
雨
で

水
没
し
た
訳
あ
り
長
ネ
ギ
の
収
穫
体
験
を
し
ま

す
。
一
組
に
つ
き
指
定
の
専
用
袋
1
枚
（
約
4

㎏
20
本
程
度
）
で
収
穫
し
て
、
土
ネ
ギ
と
し
て

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▪時
12
月
11
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▪所
市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東
古
館
）

▪対
先
着
50
組

▪持
手
袋
、
長
靴
、
雨
具
（
雨
天
の
場
合
）

▪申
12
月
７
日
～
９
日
に
、
電
話
で
市
農
業
振

興
公
社
へ

▪問
市
農
業
振
興
公
社（
☎
６
４
４－

１
６
２
２
）

お
は
な
し
の
広
場

▪時
12
月
20
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪講
〈
読
み
手
〉
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小

荷
駄
の
み
ど
り
か
ら
…
」

▪内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
上
演
、
本

の
紹
介 

他

▪対
幼
児
～
小
学
生
15
人
程
度

▪問
市
立
図
書
館
（
☎
６
２
４－

０
８
２
２
）

〈
曲
目
〉
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ
／
バ
イ
オ
リ

ン
・
ソ
ナ
タ
第
５
番 

へ
短
調 

Ｂ
Ｗ
Ｖ 

１
０
１
８
、
Ｂ
．
バ
ル
ト
ー
ク
／
バ
イ
オ

リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
１
番 

他

▪費
一
般
券
４
、５
０
０
円

ボ
ッ
ク
ス
席
５
、０
０
０
円

学
生
券
２
、０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
）

◆
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ

を
弾
い
て
み
よ
う
♪

▪時
12
月
17
日
㈭
・
21
日
㈪
・
22
日
㈫
・
24
日

㈭
、
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪
・
９
日
㈯
・

18
日
㈪
・
24
日
㈰
の
午
前
９
時
～
10
時
、

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
、
正
午
～
午

後
１
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
、

午
後
３
時
～
４
時

▪対
小
学
生
以
上
（
先
着
）

▪費
１
時
間
３
、０
０
０
円
（
期
間
中
１
人
２

回
ま
で
申
し
込
み
可
）

▪申
12
月
13
日
午
前
10
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
山
形
テ
ル
サ
へ

※
詳
し
く
は
、
山
形
テ
ル
サ
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

額
を
引
い
た
残
り
を
山
形
市
が
負
担

▪申
市
役
所
９
階
建
築
指
導
課
へ

▪問
建
築
指
導
課
（
☎
内
線
４
７
９
）

平
日
：
午
後
１
時
～
９
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
20
日
～
令
和

３
年
１
月
７
日
：
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
人
数
制
限
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
☎
６
８
７－

１
７
８
９
）

シ
ピ
も
配
布
し
ま
す
。

▪対
１
０
０
人

▪問
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
（
☎
６
７
９－

５
１
０
１
）
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国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
教
室

▪問
☎
６
４
７－

２
２
７
５

◆
韓
国
語
で
話
そ
う

～
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語
～

▪時
12
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▪対
「
ハ
ン
グ
ル
」
が
読
め
る
方
先
着
９
人

▪申
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆Read and D
iscuss

▪時
12
月
10
日
㈭
・
17
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

▪内This m
onth

w
e w

ill continue 
w

ith excerpts from
 ｢The Secret 

River｣
by Kate G

enville.

▪対
６
人

▪申
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム

絵
本「Jack and the FLUM

FLUM
 TREE

」

▪時
12
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
、
正
午
～

午
後
１
時
、
午
後
２
時
～
３
時

▪内
英
語
の
絵
本
を
読
ん
で
、
遊
び
な
が
ら
理

解
を
深
め
る

▪対
５
～
12
歳
各
回
先
着
９
人

▪持
笑
顔

▪申
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

筋
力
あ
っ
ぷ
講
座

▪時
12
月
15
日
㈫
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
午

後
１
時
30
分
開
場
）

▪所
南
部
公
民
館
３
階
集
会
室

▪内
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
介
護
予
防
の
効

普
通
救
命
講
習

▪時
12
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▪所
消
防
本
部
西
消
防
署
（
西
崎
）

▪内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
（
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
）

▪対
先
着
20
人
程
度

▪申
電
話
で
救
急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
８
時

消
費
者
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
消
費
者
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、
地

域
で
の
悪
質
商
法
な
ど
の
情
報
提
供
や
、
被
害

で
困
っ
て
い
る
方
へ
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
な
ど
で
す
。
養
成
講
座
終
了
後
、
活
動
の

意
思
を
有
す
る
方
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登

録
し
ま
す
。

▪時
12
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▪内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
概
要
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
事
例
と
そ
の
対
処
法
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
説
明
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
な
ど

▪対
10
人

▪申
12
月
９
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２ 

０
１
）

声
優
朗
読
劇
フ
ォ
ア
レ
ー
ゼ
ン

最
上
騒
動
記

▪時
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰
午
後
３
時
開
演

▪所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▪内
〈
１
部
〉
人
気
声
優
に
よ
る
今
回
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
朗
読
劇

〈
２
部
〉
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

〈
出
演
〉
井
上
和
彦
、
竹
内
栄
治
、
深
町

寿
成
（
山
形
県
出
身
）、
山
口
智
広

▪費
全
席
指
定
４
、０
０
０
円（
当
日
５
０
０
円
増
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
山
形
市
民
会
館
、
チ
ケ
ッ
ト

教
室・講
座

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
室

▪問
☎
６
４
７－

２
２
６
０

６
４
７－

２
２
６
１

◆
つ
ぶ
や
き
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン

　
社
会
貢
献
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

や
最
近
の
気
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
気
軽
に

お
話
す
る
場
で
す
。

▪時
12
月
９
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

▪申
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
（center@

yam
agata-npo.jp

）
の
い
ず
れ
か
で

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
勉
強
会
～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
編
～

▪時
12
月
19
日
㈯
午
後
2
時
30
分
～
４
時
30
分

▪内
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
な
あ
に
？
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
っ
て
何
が
違
う
の
？
」
と
い

っ
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
疑
問
を
少
し
で

も
解
決
す
る
た
め
の
勉
強
会

▪対
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知
識
を
学
び
た
い
方
先
着

8
人

▪申
12
月
１
日
～
16
日
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
（center@

yam
agata-

npo.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

無
料
貸
し
出
し
）、
ソ
リ
滑
り
１
コ
ー
ス

（
ソ
リ
は
各
自
持
参
）、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

１
コ
ー
ス
（
無
料
T
バ
ー
リ
フ
ト
１
基
、

ス
キ
ー
は
各
自
持
参
）、
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ

ス
キ
ー
（
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
の
レ
ン

タ
ル
有
り
）、ち
び
っ
こ
ゲ
レ
ン
デ（
幼
児

向
け
）、サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
休
憩
所・事

務
室
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、入
場
制
限
す
る
場
合
有
り
）

▪費
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
板
・
ス
ト
ッ
ク

５
０
０
円
、
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
靴

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

▪申
団
体
利
用
の
場
合
は
、
市
少
年
自
然
の
家

事
務
室
（
☎
６
４
３－

８
５
３
３
）
へ
。

チ
ュ
ー
ブ
や
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
を
借

り
る
場
合
は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
事
務

室
へ

▪問
市
少
年
自
然
の
家（
☎
６
４
３－

８
６
３
３
）

Ｙ
Ｂ
Ｃ 

他
で
。

▪問
市
民
会
館
（
☎
６
４
２－

３
１
２
１
）

果
が
あ
る
運
動
の
紹
介
・
指
導

▪申
12
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
８
）
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Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
体
験
教
室

▪時
12
月
24
日
㈭
午
前
10
時
20
分
～
11
時
20
分

（
午
前
10
時
か
ら
受
け
付
け
）

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
５
階
健
康
増
進
ホ
ー
ル

▪対
20
歳
以
上
の
市
民
先
着
20
人

▪費
40
円
（
保
険
料
）

▪持
室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル

▪申
12
月
７
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
増
進
課
へ

▪問
健
康
増
進
課
（
☎
６
１
６－

７
２
７
１
）

応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
取
得
講
習

▪時
令
和
３
年
１
月
９
日
㈯
～
11
日
（
月・祝
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
１
日
８
時
間
。

昼
休
憩
１
時
間
を
除
く
）

▪所
消
防
本
部
西
消
防
署
（
西
崎
）

▪内
救
命
入
門
コ
ー
ス
・
普
通
救
命
講
習
の
指

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
講
習
会

▪対
18
歳
以
上
（
高
校
生
除
く
）
先
着
約
20
人

▪持
応
急
手
当
指
導
者
標
準
テ
キ
ス
ト
（
税
込

み
３
、７
４
０
円・東
京
法
令
出
版
）、昼
食

▪申
令
和
３
年
１
月
４
日
ま
で
に
、
電
話
で
救

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
５－

８
０
７
７

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
～
社
会
課
題
と
私
達
の
関
係

性
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
要
か
ら
実
際
の
取
り
組

み
方
法
ま
で
～

▪時
令
和
３
年
１
月
12
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

▪講
Ｃ
Ｓ
Ｒ
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締

役 

今
田
裕
美
氏

▪対
先
着
15
人

▪申
電
話
で
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

（
1
歳
以
上
未
就
学
児
無
料
託
児
有
り
。

先
着
順
。
12
月
25
日
ま
で
要
予
約
）

◆
「
フ
ァ
ー
ラ
市
民
企
画
講
座
」

い
の
ち
を
守
り
、生
き
方
セ
ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
！
～
日
常
と
防
災
に
ま
つ
わ
る
性
の
話
～

▪時
令
和
３
年
２
月
14
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

▪講
や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー 

片
山

枝
美
氏
、
防
災
士 

細
谷
真
紀
子
氏

▪内
性
に
対
す
る
知
識
を
自
分
や
子
ど
も
た
ち

の
日
常
で
役
立
つ
防
災
の
備
え
に
す
る

▪対
先
着
30
人

▪申
電
話
で
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
ヤ
マ
ガ
タ
防
災
・
減
災Action! 

細
谷
真
紀
子
氏
（
☎
０
８
０－

１
８
４
９－

０
６
０
６
）
へ

公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

中
央
公
民
館

▪問
☎
６
２
３－

２
１
５
０

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

「
使
っ
て
み
よ
う
！
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
」

▪時
令
和
３
年
１
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

▪内
一
般
的
な
使
い
方
（
基
本
操
作
）
の
指
導

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
人
１
台
貸
し
出
し
）

▪対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
70
歳

ま
で
の
方
20
人
（
抽
選
）

▪申
12
月
16
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
３
３－

９
８
０
４
）

に
講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
９
９ 

０－

０
０
４
２
七
日
町
１－

２－

39
中
央
公

民
館
へ
（
当
選
者
の
み
、
締
め
切
り
か
ら

10
日
以
内
に
通
知
し
ま
す
）

◆
パ
ソ
コ
ン
講
座

「
家
計
簿
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

▪時
令
和
３
年
１
月
20
日
㈬
～
22
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
（
全
３
回
）

▪内
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
家
計
簿
作
り

▪対
マ
ウ
ス
操
作
、
入
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
方
10
人
（
抽
選
）

▪費
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▪持
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

地
域
支
え
あ
い
隊
養
成
講
座

▪時
12
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

▪所
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
研
修
室
１

▪講
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 
稲
村

理
紗
氏 

他

▪内
助
け
合
い
体
験
ゲ
ー
ム
、
支
え
合
い
活
動

事
例
紹
介
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▪対
先
着
10
人

▪申
12
月
11
日
ま
で
に
、
電
話
で
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ

▪問
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
６
４
５－

９
２ 

３
３
）

「
希
望
の
家
」
生
活
支
援
事
業
「
生
け

花
教
室
」

▪時
12
月
24
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午

▪講
新
野
幸
枝
氏

▪内
正
月
に
飾
る
生
け
花
作
り

▪対
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
所
持
者
10
人（
抽
選
）

▪費
２
、２
０
０
円
（
材
料
代
・
税
込
み
）

▪申
12
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書
、

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
５－

２
１
５ 

０
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（fukubunsen@

city. 
yam

agata-yam
agata.lg.jp)

の
い
ず

れ
か
に
、
教
室
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
障
が
い
名
を

記
入
の
上
、
〒
９
９
０－

０
０
２
１
小
白

川
町
２－
３－
47
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

▪問
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
２－

５
１ 

８
１
）

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

▪問
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４－

１ 
１
９
３
）

急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）

▪問
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４－

１ 

１
９
３
）
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南
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
１－

６
７
０
１

◆
山
形
ま
る
ご
と
歴
史
探
検
Ⅰ

「
山
寺
立
石
寺
ふ
し
ぎ
探
検
」

　
山
形
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
「
山
形

ま
る
ご
と
歴
史
探
検
」
の
第
一
弾
。
今
回
は
山

寺
立
石
寺
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

▪時
12
月
21
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～
約
２
時
間

▪講
山
形
市
文
化
財
保
護
委
員 

野
口
一
雄
氏

▪対
成
人
先
着
40
人

北
部
公
民
館

▪問
☎
６
２
３－

９
０
７
３

◆
絵
画
体
験
子
ど
も
教
室

▪時
12
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪講
県
美
術
連
盟
幹
事 

築
達
幸
子
氏

▪内
鉛
筆
で
描
く
楽
し
さ
を
体
験
・
鉛
筆
の
使

い
方
い
ろ
い
ろ

▪対
市
内
の
小
学
１
～
６
年
生
先
着
25
人

▪費
50
円
（
画
用
紙
代
）

▪持
鉛
筆
２
本（
Ｈ
Ｂ
１
本
、Ｂ
か
２
Ｂ
１
本
）、

消
し
ゴ
ム

▪申
12
月
４
日
～
21
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

北
部
公
民
館
へ

江
南
公
民
館

▪問
☎
６
８
４－

４
４
２
８ 

◆
冬
休
み
寺
子
屋
塾

元
木
公
民
館

▪問
☎
６
３
１－

６
５
５
１ 

◆
簡
単
に
で
き
る
お
正
月
の
生
け
花
～
初
心
者

の
方
で
も
正
月
ら
し
く
華
や
か
に
～

▪時
12
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

▪講
草
月
流
師
範
会
理
事 

佐
藤
淡
星
氏

▪対
成
人
先
着
10
人

▪費
２
、５
０
０
円
（
材
料
代
）

▪申
12
月
18
日
ま
で
に
、電
話
で
元
木
公
民
館
へ

霞
城
公
民
館

▪問
☎
６
４
３－

２
６
８
７

◆
「
正
月
の
縁
起
物
講
座
」

お
正
月
を
迎
え
る
た
め
の
生
け
花
教
室

▪時
12
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪講
小
原
流
一
級
家
元
教
授 

石
垣
厚
子
氏

▪対
成
人
先
着
20
人

▪費
２
、５
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
花
ば
さ
み
、タ
オ
ル
、作
品
を
持
ち
帰
る
袋

▪申
12
月
1
日
～
21
日
に
、
電
話
で
霞
城
公
民

館
へ

西
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
５－

１
２
２
３

◆
お
正
月
の
縁
起
物
講
座
Ⅱ
～
「
お
正
月
の
生

け
花
」
を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
～

▪時
12
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪講
華
道
師
範
会
理
事 

佐
藤
淡
星
氏

▪対
成
人
先
着
15
人

▪費
２
、５
０
０
円
（
材
料
代
）

▪申
12
月
３
日
～
21
日
に
、
電
話
で
西
部
公
民

館
へ

◆
西
部
公
民
館
に
全
員
集
合
！

～
ア
ニ
メ
と
人
形
劇
～

▪時
12
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪内
人
気
ア
ニ
メ
映
画
上
映
、
人
形
劇
「
ひ
ろ

く
ん
の
ふ
し
ぎ
な
冒
険 

～
レ
ベ
ル
31
い

な
ず
ま
の
剣
～
」（
原
作
：
さ
と
う
ま
き

こ
作
、
原
ゆ
た
か
絵
「
ぼ
く
は
ゆ
う
し
ゃ

だ
ぞ
」（
あ
か
ね
書
房 
刊
）
よ
り
）

▪対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
の
子
と
保
護
者
50
人

東
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

◆
整
理
術
講
座

▪時
12
月
17
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

▪講
ラ
イ
フ
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー 

奈
良
崎
由
美

子
氏

▪内
日
々
の
暮
ら
し
の
片
付
け
を
学
ぶ

▪対
成
人
先
着
20
人

▪申
12
月
10
日
ま
で
に
、電
話
で
東
部
公
民
館
へ

◆
気
象
講
座

▪時
12
月
16
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時

▪講
山
形
地
方
気
象
台 

気
象
情
報
官

▪内
防
災
の
基
礎
的
情
報
の
利
活
用
法
を
学
ぶ

▪対
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
成
人
先
着
20
人

▪申
12
月
12
日
ま
で
に
、
電
話
、
は
が
き
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（

６
２
５－
２
１
５
０
）、
Ｅ
メ
ー

ル
（tobu@

city.yam
agata-yam

a 
gata.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
に
、
講
座
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
９
９
０－

０
０
２ 

１
小
白
川
町
２－

３－

47
東
部
公
民
館
へ

▪申
12
月
16
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
３
３－

９
８
０
４
）

に
講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
９
９ 

０－

０
０
４
２
七
日
町
１－

２－

39
中
央
公

民
館
へ
（
当
選
者
の
み
、
締
め
切
り
か
ら

10
日
以
内
に
通
知
し
ま
す
）

▪申
12
月
２
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
南
部

公
民
館
へ

◆
山
形
ま
る
ご
と
歴
史
探
検
Ⅱ

「
中
世
の
山
寺
と
最
上
氏
」

　
第
二
弾
は
山
寺
と
最
上
氏
に
つ
い
て
の
講
座

で
す
。

▪時
令
和
３
年
１
月
18
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

約
２
時
間

▪講
市
社
会
教
育
青
少
年
課
文
化
財
保
護
係

▪対
成
人
先
着
40
人

▪申
12
月
２
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
南
部

公
民
館
へ

▪時
12
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪講
退
職
公
務
員
連
盟
山
形
支
部

▪内
学
年
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
書
き
初
め
の
練
習

▪対
小
学
３
～
６
年
生
先
着
40
人

▪持
習
字
道
具
一
式

▪申
12
月
10
日
か
ら
、
電
話
で
江
南
公
民
館
へ
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市
長
のや
ま

た
が

自慢

　
山
形
市
成
沢
地
区
に
あ
る
、
成
沢
城
跡
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
最

上
家
の
始
祖
・
斯し

波ば

兼か
ね

頼よ
り

の
孫
に
当
た
る
兼か
ね

義よ
し

が
築
城
し
、
最
上
家
改

易
に
よ
り
廃
城
と
な
る
ま
で
の
二
百
四
十
年
間
、
長
谷
堂
城
と
並
ん
で

最
上
領
の
南
を
守
る
城
で
し
た
。

　
実
際
に
あ
っ
た
合
戦
と
し
て
は
、
一
五
七
〇
年
代
初
頭
、
上
山
満み

つ

兼か
ね

と
伊
達
輝て
る

宗む
ね

が
山
形
を
攻
め
た
際
、
最
上
家
臣
の
成
沢
道
忠
が
成
沢
城

を
拠
点
に
敵
の
侵
入
を
食
い
止
め
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
成
沢
城
は
二
つ
の
山
が
連
な
っ
た
よ
う
な
形
状
を
し
て
い
て
、
標
高

の
高
い
南
側
が
本
丸
、北
側
が
二
の
丸
で
す
。
実
際
に
本
丸
広
場
に
登
っ

て
み
る
と
、
南
は
上
山
市
、
西
は
み
は
ら
し
の
丘
や
西
の
山
々
ま
で
広

く
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
城
郭
内
に
は
土
塁
や
多
く
の
曲く

る

輪わ

が

設
置
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
東
側
に
は
堀
切
を
設
け
て
敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、

さ
ら
に
西
側
で
は
鳴
沢
川
を
天
然
の
堀

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
丸
に
は
も
と
も
と
八
幡
神
社
が

建
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
築
城
時
に
本

丸
の
下
に
位
置
す
る
現
在
の
場
所
に
移

さ
れ
ま
し
た
（
同
地
に
は
、
以
前
ご
紹

介
し
た
国
指
定
重
要
文
化
財
「
八
幡
神

社
鳥
居
」
も
建
っ
て
い
ま
す
）。

　
運
動
が
て
ら
、
ぜ
ひ
一
度
登
っ
て
い

た
だ
き
、
戦
国
時
代
の
城
郭
の
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
沢
城
跡

ユネスコ創造都市

やまがた 便り
�問　 文化振興課　☎内線769

第29回 Creative Café
「山形の映像作家特集
 ～ドキュメンタリー編～」

@FilmYamagata で検索

最新情報 
更新中！

地
域

貢献！
チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

�問　 企画調整課　☎内線222

　村木沢地区振興会は、地域の発展、にぎわいづくりの
ためにさまざまな活動を行っています。これまで、地域
の活性化や交流人口拡大に向けて「村木沢の宝再発見」
ワークショップ活動などを行ってきました。
　本年度は山形市コミュニティファンドを活用し、村木
沢の史跡やパワースポットを巡るウオーキングマップの
作製やマップコースのウオーキングイベントを予定して
います。地域の良い所「宝」を再確認しマップにすることで、
地域住民だけではなく多くの方々に村木沢の良さを発信
し、地区内外の交流を図っていきたいです。ウオーキン
グイベントは今月開催予定。村木沢の「宝」を探しに行
ってみませんか？
�問　 村木沢地区振興会（担当：加藤昇）
　　村木沢コミュニティセンター内
☎643－2050
Ｅメール：murakisawa@mmy.ne.jp

村木沢地区振興会

▲村木沢の宝（紫
あ じ さ い

陽花参道、夫
め お と

婦杉）

▲『世界一と言われた映画館』の舞台・酒田グリーンハウス

山
形
市
長

▲成沢城跡の全景

　山形国際ドキュメンタリー映画祭で上映された経験を
持つ山形在住のドキュメンタリー映像作家２人の作品を
上映します。午前の部は、岡崎孝監督の『平成から令和
への道すがら、私が見たものは…』（2020／59分）、午
後の部は、佐藤広一監督の『世界一と言われた映画館』

（2017／67分）を上映します。各回ともゲストトーク付
きの上映です。ぜひご参加ください。
�時　 12月26日㈯午前10時30分～、午後１時30分～
�所　 山形まなび館　多目的ルーム
�対　 各回先着20人
�費 無料
�申   Eメール（creative-yamagata@city.yamagata-

yamagata.lg.jp）に、住所、氏名、電話番号、希望時
間を記入の上、文化振興課へ（電話での申し込みも可）
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予 

防

検 

診検 

診

検 

診

検 

査

健 

康

妊婦インフルエンザ予防接種費用の一部助成
�時　 〈接種対象期間〉令和３年１月31日まで
�内　  〈助成額〉１人１回　上限2,500円（助成額を超
えた金額は、自己負担）

�対　  接種日において山形市に在住している妊婦。里
帰り等で山形市に在住している妊婦

�申　 接種後に助成額を払い戻し
※�接種については、ご自身の基礎疾患や出産予定日
等を踏まえ、主治医とよく相談しご
検討ください。
※�手続き方法等詳しくは、右の二次元
コードからご確認ください。

�問　 母子保健課　☎647－2280

相 

談
心の病気・ひきこもりで
悩んでいませんか
【精神保健福祉相談】
　眠れない、気分が沈む、お酒の問題で困ってい
る、新型コロナウイルス感染症の影響による自粛生
活でつらい気持ちが続く等で、お悩みではありませ
んか。本人やご家族の方を対象にした相談を行って
います。
【ひきこもり相談】
　ひきこもりに悩む本人やご家族を対象にした相談
※いずれも精神科医による予約制の相談（毎月１回）
�所　 霞城セントラル４階
�申　 電話で健康増進課へ
※�精神保健福祉士・保健師による精神保健福祉に関
する相談（電話・来所）は、随時可能です。

�問　 健康増進課　☎616－7275

歯周疾患検診
�時　 12月31日まで（年末は医療機関の診療日まで）
�対　  本年度に40歳・50歳・60歳・70歳になる方（現
在歯を治療している方、定期健診を受けている
方を除く）

�費　  40歳・50歳・60歳の方…1,300円（市民税非課
税世帯等の方は無料。朱肉用印鑑持参の上、事前
に健康増進課で申請が必要）、70歳の方…無料

�申　  受診券が必要。事前に電話で健康増進課へ
※受診券は郵送または窓口で交付しています。
�問　 健康増進課　☎616－7272

胃内視鏡検査での
胃がん検診
�時　 令和３年２月末まで
�対　  50歳以上で本年度偶数歳になる方（胃の疾患で
治療中または経過観察中の方、胃全摘術後の方、
妊娠中の方、医師より検査困難と判断された方
を除く）

�費　  3,700円�（66歳以上の方は無料。生活保護世帯、
50～64歳で市民税非課税世帯等の方は、朱肉用
印鑑を持参の上、健康増進課での事前申請によ
り無料）

�申　  直接、山形市の胃内視鏡検査による胃がん検診
を実施している医療機関へ

※個別健診でのみ実施します。
�問　 健康増進課　☎616－7272

SUKSK
ポイント対象

子宮頸
け い

がん・乳がん・前立腺がん検診
無料クーポン券の有効期限間近
　対象者の方へお送りしているクーポン券の有効期
限は令和３年１月31日までです。ぜひクーポン券
を活用し検診を受けましょう。
※各種検診歴、手術歴のある方、治療中の方を除く。
�問　 健康増進課　☎616－7272

SUKSK
ポイント対象

HIV等検査
　HIV等の性感染症を早期発見し、早期治療につな
げ、感染症のまん延を防止するため検査を行います。
�時　 月２回月曜日（匿名・事前予約制）
�内　 〈検査方法〉問診および採血
　 〈検査項目〉�HIV、梅毒、性器クラミジア感染症、

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査
�費　 無料
�申　 電話で健康増進課へ
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
�問　 健康増進課　☎616－7274

SUKSK
ポイント対象

Ｓ
ス ク ス ク

ＵＫＳＫメニューを
食べてみませんか
　山形市では、健康寿命の延伸のための「ＳＵＫＳ
Ｋメニュー」を認定しています。メニューには、「食
塩控えめ」「野菜たっぷり」「バランス」「ＳＵＫＳ
Ｋ減塩」などの種類があり、地産地消の食材も取り
入れています。各認定店でいろいろなメニューを食
べて健康になりましょう。
<メニュー認定店>
　市役所食堂、旬菜四季ひろぜん、marki�garni、
山形国際ホテル、そば処庄司屋御殿堰七日町店（11
月13日現在）
※詳しくは、市ホームページでご確認ください。
�問　 健康増進課　☎616－7273

SUKSK
ポイント対象
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睡
眠
で
脳
を
き
れ
い
に

　
－

し
っ
か
り
睡
眠
を
取
り
、
認
知
症
を
予
防
し
よ
う
！

－

山
形
市
保
健
所
長
　
加
藤
　
丈
夫

　
今
回
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
（
ス
ク
ス
ク
）
生
活
の
休

養
（
Ｋ
）、
特
に
「
睡
眠
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
健
康
寿
命
を
損
な
う
３
大
原
因
の
一
つ
は
認
知
症

で
す
。
認
知
症
を
来
す
疾
患
は
多
種
多
様
で
す
が
、

そ
の
中
で
患
者
数
が
最
も
多
い
疾
患
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
）
で
す
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
脳
に
は
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
・

ベ
ー
タ
蛋た

ん

白ぱ

く

」
と
呼
ば
れ
る
異
常
蛋
白
質
が
大
量
に

沈
着
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

こ
の
異
常
蛋
白
質
の
沈
着
を
抑
制
で
き
れ
ば
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
発
症
を
抑
制
で
き
る
と
考
え
ら
れ
、

世
界
中
で
そ
の
よ
う
な
治
療
薬
の
開
発
研
究
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は

そ
の
よ
う
な
治
療
薬
は
実
用
化
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
睡
眠
の
関
連
に
つ

い
て
興
味
深
い
研
究
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

人
の
脳
内
に
蓄
積
し
た
ア
ミ
ロ
イ
ド
・
ベ
ー
タ
蛋
白

は
睡
眠
中
に
脳
外
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
研

究
で
、
睡
眠
に
よ
り
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
予
防
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
睡
眠
は
体
の
疲
労
を
回
復
さ
せ
る
だ
け
で
は

な
く
、
脳
に
た
ま
っ
た
異
常
な
蛋
白
質
や
老
廃
物
な

ど
を
洗
い
流
し
、
脳
を
き
れ
い
に
す
る
作
用
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
よ
く
眠
る
と
頭
が
ス
ッ
キ
リ
す

る
経
験
は
、
誰
も
が
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

理
由
の
一
つ
は
脳
の
汚
れ
が
落
ち
た
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
朝
起
き
て
日
の
光
を
浴
び
、
日
中
は
体
や
頭
を
使

い
、
夜
は
心
地
よ
い
疲
労
感
と
共
に
眠
る
、
こ
ん
な

当
た
り
前
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
認
知
症
の
予
防
に

な
り
、
さ
ら
に
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

生
活
の
す
す
め

月 の 相 談12
市民相談
�問　 市民相談課 ☎内線240・241

一般相談
月～金曜日�午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談
月～金曜日�午前９時～午後４時

人権・困り事相談
８日㈫�午後１時～４時

土地境界に関する相談
10日㈭�午前10時～午後３時

行政書士相談
14日㈪�午前９時～午後４時

行政に関する相談
15日㈫�午前10時～午後３時

登記手続相談
16日㈬�午前10時～午後３時

※29日㈫～31日㈭を除く（予約不要）

ファーラ相談室
�問　 市男女共同参画センター
　（ファーラ）☎645-8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日�午後２時～５時
月・水曜日�午後２時～７時
火・金曜日�午前９時～正午
木・土曜日�午前９時～午後1時
（27日㈰～31日㈭を除く）

法律相談
11日㈮・18日㈮・25日㈮
午後４時～６時

思春期から更年期までの相談
��助産師による女性の健康、身体の悩み、出
産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。

ふれあい総合相談
�問　 市社会福祉協議会 ☎645-8177

困りごと相談
月～金曜日　�午後１時～４時
（29日㈫～31日㈭を除く）

年金相談
８日㈫�午後１時～４時

税金相談
９日㈬�午後１時～４時

人権相談
17日㈭�午後１時～４時

法律相談
金曜日�午後１時～４時
※�当日正午から、電話（☎６４５－８０６１）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

各種相談
企業の経営相談
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶︎とき…月～金曜日�午前９時～午後５時
▶︎ところ…売上増進支援センターY-biz
▶︎問い合わせ…☎616－7900
※相談には事前の予約が必要です。

総合学習センター教育相談
▶︎とき… 月～金曜日�午前10時～午後４時
　　　�（29日㈫～31日㈭を除く）
▶︎ところ…総合学習センター（電話相談も可）
▶︎問い合わせ…☎645－6182（直通）
※�不登校や学校生活、子育てなどの悩み
相談をお受けします（受け付けは午後
３時30分まで）。

※�メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（電話・メール）
▶︎とき…月～金曜日�午後１時～５時
　　　�（29日㈫～31日㈭を除く）
▶︎ところ…青少年指導センター（来所相談も可）
▶︎問い合わせ…☎631－4425（直通）
※�メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談
▶︎とき…13日㈰�午前10時～正午
▶︎ところ…まんさくの丘
▶︎問い合わせ…☎688－3540
※相談には事前の予約が必要です。

子ども電話相談
▶︎とき…月～金曜日�
　　　��午前８時30分～午後５時15分
　　　�（29日㈫～31日㈭を除く）
▶︎ところ…家庭支援課（来所相談も可）
▶︎問い合わせ…☎641－3636（直通）
※相談には事前の予約が必要です。

外国人専門相談
▶︎とき…２日㈬・16日㈬�
　　　���午前11時～午後３時
▶︎ところ…国際交流センター
▶︎問い合わせ…☎647-2275
※�相談言語…英語、中国語、韓国・朝鮮
語（ベトナム語、タガログ語、ポルト
ガル語、インドネシア語での相談は要
予約）。専門相談では、在留資格、帰化、
永住、婚姻、外国からの呼び寄せ等の
相談を受け付けます。

※�外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

消費生活相談
�問　 消費生活センター ☎647-2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日�午前９時～午後５時
（29日㈫～31日㈭を除く）

消費生活法律相談
24日㈭午後２時～４時
※�事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。
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広 告

 こんなお悩みについて、一緒に解決方法を考えます

 がんや脳血管疾患などと診断されたが、仕事は続けたい。

 病気のことを会社にうまく伝えられない。

 治療について、職場の理解 協力が得られない。

 治療を続けながら働く方法について相談したい。

 立行政法人 労働者健康安全機構 山形産業保健総合支援センター

【 EL】 023-624-5188 【FAX】 023-624-5250 

〒  0-0047 山形市旅篭町3-1-4 食糧会館4階
【ホームページ】 https://www.yamagatas.johas.go.jp/
【E-mail】 sanpo06-kenkou@yamagatas.johas.go.jp

山形産業保健総合支援センターは

「治療と仕事の両立」を支援しています！

治療を継続できること、職場で安全に働けることを目的として、患者さん（労働者）を

中心として、主治医（医療機関）と職場との情報共有・調整のサポートをします。

産保センターが行う「治療と仕事の両立支援のサポート」（個別調整支援）

※相談には、社会保険労務士

または保健師が対応します。

 メールマガジン購読のお申込みをお待ちしています！ 
 業保健に関する情報を掲載しているメールマガジンを毎月発行しています。特に、職場の人事労務担当、

 業保健スタッフの方にオススメです。詳しくは、ホームページをご覧ください。

イメージキャラクター“ちりょうさ”

12月のおすすめ番組
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